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近　田　裕　子＊
　環境という言葉について考えたことはなかった。漠然と「環境」に関係する事は理系に近いこととして
捉えていた。実際のところどういう意味合いで捉えるべきなのかはわからない。ただ，環境管理センター
にいた3年間に吸収したこと全てが現在の自分を創り得た環境なのだと今は感じている。
　実際に担当していた仕事は，排水分析であったので，日常は理系としての環境に関わっていたと思う。
廃液原水に含まれる有害物質の分析や，その廃液を処理した後の処理水が排水基準に適合しているかどう
かの分析であった。分析にも当然の事ながら薬品を用いており，有害物質の分析に有害物質を用いること
もしばしばだった。この物質にはこういう有害性があり，結果として環境に或いは人体にこういう影響を
与える，といった情報と共に，環境に与える影響，環境，等の言葉が身近に断れていた。ある時，「周り
にあるもの全てが環境」ということを聞いて，妙に納得してしまったことがあった。自分の周りに存在す
るもの，人，物，空間等全てが環境，その通りだと思った。
　自分の周り全てが環境なら，普段の生活において自分が何かを始めるとき，その行った行為，言動といっ
たものを介して周りに与える影響というものが環境に与える影響になるだろう。そして，自分がおかれて
いる環境も自分が与えたものによってできたものということにならないだろうか。そうだとすれば，結局
のところ環境をつくるのは自分自身であり，全ては自分次第で良くも悪くもなるのではないだろうか。そ
う考えだした頃から，今の自分が開けてきたような気がする。
　同じ状況に遭遇しても考え方次第でなんでもないことであったり，重大事件であったりする。それが，
その人自身の性格で個性なのだと言ってしまえばそれまでだが，気が重くならないにこしたことはない。
同じ生活を送るなら，良い環境にこしたことはない。理不尽な環境もあるかもしれないが，そこから始まっ
た環境に与えうる影響も，その後に起こるであろう状況も，自分の始め方，影響の与え方次第で変わって
いくのなら，与える方も受けとる方も良い影響として捉え，良い環境を築いていけるのが理想だと思うよ
うになった。環境という言葉が身近にある3年間は，考える時間を与えてくれた3年間だった。
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